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圧縮型工業発展
ホフマン法則とガーシェンクロンモデル
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ホフマン法則

消費財生産の投資財生産に対する⽐率
(ホフマン⽐率)を計算することにより、
経済発展を４つの段階に分けることを提唱 経験法則

消費財産業製品出荷額÷投資財産業製品出荷額

ガーシェンクロンモデル

後発国は後発であるがゆえに、
先進国の数多くの技術の利⽤が可能であり、
発展のための様々な条件を活⽤でき、
先進国よりも迅速な発展が可能だとする理論
後発性利益
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工業化しようとする国は
その国の事情により、
多様な経済発展コースを選びうると主張

vsロストウ「発展段階説」

圧縮型工業発展の事例 韓国

約30年で最貧国の一つから、先進国へと成⻑

圧縮型工業発展の事例 韓国

韓国経済発展の特徴

① 大企業・重化学工業中心の特定産業政策
② 国内産業の保護と発展
③ 輸出中心政策による国⺠所得増大
④ 政府による特化産業指定
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